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【授業の主題】 

本講義では、日本にほける各社会保険について学びます。そして、生活保護制度・介護保険制度・障害者保健福祉制
度等の概要について学び、介護実践に必要な基礎的な知識を習得する。最後に社会保障の諸外国との国際比較を行い、
日本の社会保障の特性について理解することを目指します。 

 

【到達目標】 

１）社会保障制度の体系とそれぞれの概要について理解する。 

２）高齢者福祉・障害者福祉制度の概要、現状や課題を理解する。 

３）貧困と生活困窮に関する制度や個人の権利を守る制度、その他介護実践に関連する諸制度を理解する。 

２）諸外国における社会保障制度の概要について理解する。 

 

【授業計画・内容】 

第 １ 回 医療保険制度等の概要①－制度の目的、対象― 

第 ２ 回 医療保険制度等の概要②－給付内容、財源構成― 

第 ３ 回 医療保険制度等の概要③－公費負担医療― 

第 ４ 回 介護保険制度の概要①－制度の目的、対象― 

第 ５ 回 介護保険制度の概要②－給付内容、財源構成― 

第 ６ 回 年金保険制度の概要①－制度の目的、対象― 

第 ７ 回 年金保険制度の概要②－給付内容、財源構成― 

第 ８ 回 労災保険制度の概要 

第 ９ 回 雇用保険制度の概要 

第１０回 生活保護制度の概要 

第１１回 社会手当制度の概要①－制度の目的、対象― 

第１２回 社会手当制度の概要②－給付内容、財源構成― 

第１３回 社会福祉制度および高齢者福祉・児童福祉・障害者福祉と関連制度の概要 

第１４回 諸外国における社会保障制度の概要 

第１５回 社会保障制度の国際比較 

 

【授業実施方法】 

 講義形式 

 

【授業準備】 

関連する科目の講義内容で学んだ制度を再確認しておくこと。 

 

【主な関連する科目】 

 社会福祉概論Ⅰ・Ⅱ、社会保障論Ⅰ、貧困に対する支援 

 

【教科書等】 

日本ソーシャルワーク教育学校連盟編：社会保障（共通科目），中央法規，2021 

 

【参考文献】 

介護福祉士養成講座『社会の理解』第2版 

 

【成績評価方法】 

授業・演習への参加態度（主体的な授業参加態度を重視する）50％，小テスト30％、提出課題・レポート20％で評価

する。60％以上の得点を合格とする。 

【実務経験及び実務を活かした授業内容】 

福祉施設での就業経験を活かして、現在の社会保障の変遷について講義する。 

【学生へのメッセージ】 

 日本の社会保障の大きな特徴は、皆保険・皆年金制度です。皆様も年金、医療保険に加入しています。そういった身

近なところから各社会保険の仕組みについて理解していただければと思います。 

授業科目名・形態 社会保障論Ⅱ      講義 必修・選択の別 選択 単位数 ２ 

科目担当者氏名 中里 操・髙橋 俊文 実務経験の有無 有 開講期 ２年後期 


